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綾ふるさと夏まつり
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私たちが取材しま
す！
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７
月
11
日
、「
綾
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
」
の
登
録
が
決
定
。

照
葉
樹
林
が
世
界
に
認
め
ら
れ
た
。
し
か
し
、
実
は
照
葉

樹
林
だ
け
で
な
く
、「
森
」
と
と
も
に
生
き
て
き
た
私
た
ち

町
民
の
ま
ち
づ
く
り
が
評
価
さ
れ
た
の
だ
。
そ
れ
は
、
森

を
守
っ
て
き
た
先
人
た
ち
の
心
、
自
然
と
共
に
生
活
す
る

私
た
ち
の
心
、
す
な
わ
ち
「
照
葉
樹
林
と
共
に
生
き
る
」

と
い
う
み
ん
な
の
心
が
結
び
つ
い
た
証
で
あ
る
。
今
号
で

は
、
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
登
録
決
定
を
機
に
、
森
と
共

に
生
き
る
私
た
ち
が
未
来
へ
と
引
き
継
が
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
「
結
い
の
心
」
を
考
え
て
み
る
。



　

７
月
11
日
（
日
本
時
間
）、
フ
ラ
ン

ス
の
パ
リ
で
開
催
さ
れ
た
国
連
教
育

科
学
文
化
機
関
（
ユ
ネ
ス
コ
）
の
会

議
で
「
綾
ユ
ネ
ス
コ
・
エ
コ
パ
ー
ク
」

の
登
録
が
正
式
に
決
定
し
た
。

　

こ
れ
は
、
国
内
で
、
屋
久
島
な
ど

が
登
録
さ
れ
た
１
９
８
０
年
以
来
、

32
年
ぶ
り
５
ヶ
所
目
で
、
地
方
自
治

体
か
ら
の
申
請
が
登
録
さ
れ
た
の
は

国
内
初
と
な
る
。

　

登
録
さ
れ
た
の
は
、
綾
町
全
域
と
、

小
林
市
、
西
都
市
、
国
富
町
、
西
米

良
村
の
一
部
に
ま
た
が
る
総
面
積
１

万
４
５
８
０
ha
の
照
葉
樹
林
で
あ
る
。

　

今
回
の
登
録
で
は
主
に
照
葉
樹
林

が
注
目
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
登
録

の
評
価
は
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
特

に
先
進
的
な
取
り
組
み
を
進
め
て
き

た
有
機
農
業
な
ど
、
自
然
と
共
生
す

る
綾
町
民
が
長
年
続
け
て
き
た
ま
ち

づ
く
り
が
評
価
さ
れ
た
の
だ
。

　

貴
重
な
生
物
圏
を
保
護
し
つ
つ
、

そ
の
教
育
研
究
へ
の
活
用
を
図
る
取

り
組
み
で
あ
る
M
A
B
（
人
間
と
生

物
圏
）
計
画
と
い
う
も
の
が
あ
る
。

　

生
物
圏
保
存
地
域
（
日
本
で
の
通

称
「
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
」、
英
語

略
称
は
B
R
）
は
、Ｍ
Ａ
Ｂ
計
画
の
主

要
な
取
り
組
み
の
一
つ
で
当
初
は
自

然
保
護
区
と
し
て
の
意
味
合
い
が
強

か
っ
た
が
、
１
９
９
５
年
厳
重
に
保

護
す
る
核
心
地
域
、
そ
れ
を
取
り
巻

く
緩
衝
地
域
と
持
続
可
能
な
利
用
を

図
る
移
行
地
域
を
設
け
る
こ
と
が
登

録
要
件
の
一
つ
に
な
っ
た
。
世
界
自

然
遺
産
に
比
べ
て
、
利
用
と
保
全
の

調
和
を
図
る
取
り
組
み
を
推
奨
す
る

こ
と
が
特
徴
で
あ
る
。

は、以前から国際照葉樹林サミットを開催す

るなど、すでに世界とつながりを持ってきま

した。BR登録は、BRの世界ネットワーク

（WNBR）、東アジアネットワーク（EABRN）などに加

盟することを意味します。また、EABRNでは毎年講習

会を開くなど、教育活動も盛んです。たとえば欧州の

BRを訪問調査し、逆に彼らを招くことも可能でしょ

う。すでに、イシュワラン氏やパーシック氏、韓国の

崔教授、洪教授など、多くのユネスコMAB関係者が綾

を訪れています。郷田實前町長の時代からの自然を守

る町づくりの取り組みを、世界の新たな手本として、

WNBRを通じて発信していくことができるでしょう。

　2012年7月11日パリ時刻11時過ぎ、日本のMAB計

画にとって大きな歴史が刻まれました。サレム議長が

厳かに木槌を下し、綾ユネスコエコパークの登録が決

議されました。綾BRがWNBRの一員になった瞬間でし

た。

　ユネスコエコパークは、調査研究やエコツーリズム

だけでなく、一次産業や工芸品の振興も重視していま

す。綾にある「綾町自然生態系農業合格証」のような

取り組みは、MAB計画では定期報告の際に高く評価さ

れます。日本では、多くの地域で生物多様性地域戦略

の策定に取り組んでいます。これも定期報告の充実に

つながるでしょう。

　綾に続いてユネスコエコパーク登録を目指して準備

を進める地域が国内にあります。既存の4地域でも見

直しの相談を始めたところです。綾の登録は、これら

の取り組みとっても大きな力になりました。今年4月

に、日本ユネスコエコパークネットワークを設立しま

した。専門家だけでなく、各地の行政、市民も参加し

ていただければ幸いです。

　それを可能にするのは、地域に住む有識者や長老、

学校の存在です。その地域を最もよく知る先生がいて

こそ、その地域の自然と文化を守ることができるので

す。今回、分厚い登録申請書を書きあげられたのも河

野耕三先生のおかげです。この場を借りて、綾ユネス

コエコパークの皆様にお祝を申し上げます。
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綾方式まちづくりは
世界の手本となる

綾

「
綾
ユ
ネ
ス
コ
・
エ
コ
パ
ー
ク
」

登
録
決
定
の
本
当
の
意
味

そ
も
そ
も

ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
と
は
？

エコパークの機能図

松田 裕之

・横浜国立大学
・日本生態学会会長
・日本MAB計画委員長

Matsuda Hiroyuki

Interview

トランジッションゾーン

コアゾーン
バッファゾーン



　

１
９
６
６
年
、
綾
町
は
、
経
済

が
最
も
苦
し
い
時
で
過
疎
化
が
進

ん
で
い
た
。
そ
ん
な
時
「
照
葉
樹

林
伐
採
計
画
」が
持
ち
込
ま
れ
た
。

多
少
の
雇
用
も
見
込
ま
れ
、
町
も

少
し
は
潤
う
こ
と
に
な
る
た
め
、

町
に
と
っ
て
は
吉
報
で
あ
り
賛
成

す
る
町
民
も
多
か
っ
た
。し
か
し
、

当
時
の
郷
田
實
町
長
は
、
残
り
少

な
い
最
後
の
森
林
資
源
を
パ
ル
プ

や
薪
炭
田
と
し
て
換
金
資
源
を
し

て
使
い
果
た
す
こ
と
に
大
き
な
疑

当時の様子について今回、郷田前町長のご家族に
お話しを伺った。
［郷田チサ夫人］当時の綾町は確かに貧しい時でした

が、人々が山を愛し立派に保存していたことは、素晴

らしいことでした。その山を突然伐採したいとの事態

に本当に悩んでいる主人の姿を今でも思い出します。

そして山を守ることを決意し、反対する多くの人々を

説得しました。また、消防団のみなさんに立木交換反

対運動などの協力をいただいたり、代議士への相談や、

農林大臣に直訴した結果、山はそのまま残ることにな

り現在まで残されました。そして今回エコパークに選

ばれたことは本当にありがたいことです。主人もどこ

かの空で喜んでいることと思います。

［郷田美紀子さん］半世紀にわたる自然や環境に配慮

した町の取り組みが評価されユネスコエコパークに認

定されたことを町民として誇りに思います。しかし、

ここに至るまでの道のりは決してたやすいことではあ

りませんでした。

　今から46年前、あの山を切るとの計画が持ち上がっ

た頃、綾は当時増えていた人口も半減、また、国、県

有林の山林労働の仕事も機械化が進み、馬車の代わり

にトラックが普及という状況に町民の働く場が少なく

なっていました。ですから山林を切るということは大

きな工場が一つ出来るようなもの。「自然林なんてめ

ずらしくもない。町民のことを考えず、誰のために山

を残すというのか」という反対の声に父の心は、「町の

財政は厳しい。山を切れば国から補助金が入り、働く

場も確保され商工業まで潤う。山を守っても一文も入

らない。しかし、山を一度切ってしまえば殺風景な裸

山になってしまう。将来きっと自然が求められる、照

葉樹林文化の本物のもの作りが必要になってくる。そ

ういう時代が来るはずだ。しかし私はとても苦しい。

果たして、町民の働く場所よりも山の大切さを主張し

てよいものか」と苦しい選択を迫られ悩んでいました。

　最終的に伐採中止に動き、その後、町は森と共存す

る道を選びましたが、後に「照葉樹林を切るとの計画

がなかったら照葉樹林についてこれほど、勉強しな

かっただろう。そして照葉樹林文化や工芸の里づくり、

自然や環境、有機農業についても別の対応になってい

たかもしれない。あの山を切ると言われ、命をかけて

森を守ると思ったことが、今日の綾につながったのだ

ろう」と語っていたのを思い出します。

　思えば綾の森は人々の強い意志で守られてきた貴重

な森、命を支え、育む森。そしてその森に抱かれなが

ら森にふさわしい生き方をすることがこれからの綾に

求められていることなのかもしれないと、父に手を合

わせながら、思いました。
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綾の森と暮らす人郷田實　前町長

左／チサ夫人、
右／美紀子さん

Interview

守
り
継
が
れ
た
先
人
た
ち
の
心

苦
渋
の
決
断

〜
山
を
残
す
か
雇
用
を
選
ぶ
か
〜



問
と
不
安
を
持
ち
、
伐
採
計
画
に

賛
成
す
る
町
民
や
関
係
者
へ
の
説

得
へ
動
い
た
。
大
き
な
反
対
を
受

け
た
が
、
森
と
自
然
の
大
切
さ
を

訴
え
、
国
へ
直
訴
。
計
画
は
白
紙

と
な
り
、
先
人
た
ち
に
よ
っ
て
、

現
在
ま
で
守
ら
れ
て
き
た
。

　

２
０
０
５
年
５
月
九
州
森
林
管

理
局
・
宮
崎
県
・
綾
町
・（
財
）

日
本
自
然
保
護
協
会
・
て
る
は
の

森
の
会
の
５
者
は
協
定
書
を
取
り

交
わ
し
、
日
本
に
残
さ
れ
た
最
後

の
広
大
な
照
葉
樹
林
を
協
力
し
て

保
護
・
復
元
し
て
い
く
こ
と
を
約

束
。
そ
し
て
、
こ
の
５
者
が
一
つ

に
な
り
、
計
画
の
策
定
を
行
い
、

「
綾
の
照
葉
樹
林
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

が
ス
タ
ー
ト
。
こ
れ
ま
で
連
携
会

議
や
間
伐
作
業
会
な
ど
が
繰
り
返

し
実
施
さ
れ
て
き
た
。

　

ま
た
、「
て
る

は
の
森
の
会
」

を
中
心
と
し
た

Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
、
事

務
局
と
な
り
、

イ
ベ
ン
ト
や
国

際
照
葉
樹
林
サ

ミ
ッ
ト
を
開
催
。

そ
の
結
果
、
綾

町
民
だ
け
で
な

く
、
県
内
外
、

海
外
ま
で
に「
綾

の
照
葉
樹
林
の

大
切
さ
」
が
伝

え
ら
れ
た
。
こ

う
い
っ
た
町
内

外
多
く
の
人
の

「
綾
の
森
を
未
来

へ
残
そ
う
」
と
い
う
思
い
も
こ
れ

ま
で
綾
の
森
が
守
ら
れ
た
こ
と
の

大
き
な
要
因
と
な
っ
て
い
る
。
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「綾ユネスコエコパーク」に登録されるまで

国際照葉樹林サミットin綾

げんだぼの森の植樹祭の様子

森
を
未
来
へ
残
す
た
め
に

〜
森
を
守
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
〜
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町制を施行

綾町の自然を守る条例の制定

照葉樹林地帯が九州中央山地国定公園に指定

綾の照葉大吊橋竣工

綾照葉樹林文化館竣工

第1回綾ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ「照葉樹林文化を考える」開催

「照葉樹林都市・綾」を宣言

自然生態系農業の推進に関する条例の制定

有機農業開発センター　開設

第1回全国水の郷サミット開催

綾の照葉樹林プロジェクト正式に調印

森林セラピー基地グランドオープン

ユネスコ関係者が来町。高い評価を受ける。

綾ユネスコエコパーク登録に関する国内推薦決定

綾の照葉大吊橋リニューアルオープン

綾の照葉樹林プロジェクト（以下綾プロ）連絡調整

会議に、日本ＭＡＢ計画委員会副委員長が来町。

町民に対し「綾の照葉樹林プロジェクト事業説明会」

でユネスコエコパークの紹介をする。

国際照葉樹林サミット in 綾開催。ＭＡＢ計画委員会

委員長他関係者が参加。

ユネスコ本部の会議で「綾ユネスコエコパーク」

正式に登録決定

第12回綾プロ連携会議において地域づくりワーキ

ンググループが提言を行う。綾町がユネスコエコパ

ークへ登録を目指す考えを表明。

結いの心
～世界に認められた綾のまちづくり～

［特集］



　

世
界
か
ら
認
め
ら
れ
る
ほ
ど
の

綾
町
に
導
い
た
原
動
力
は
何
で

あ
っ
た
の
か
と
考
え
た
時
、
町
民

の
一
人
一
人
の
努
力
は
言
う
ま
で

も
な
い
が
、
そ
れ
を
可
能
と
し
た

の
は
、
や
は
り
「
自
治
公
民
館
活

動
」
で
あ
る
。
昭
和
40
年
４
月
、

公
民
館
が
そ
れ
ま
で
の
区
長
制
か

ら
自
治
公
民
館
制
に
変
革
し
た
こ

と
に
よ
り
、
町
内
22
の
自
治
公
民

館
が
主
体
性
を
発
揮
し
て
、
そ
の

地
域
性
に
応
じ
た
取
り
組
み
を
行

う
「
自
治
公
民
館
活
動
」
が
は
じ

ま
っ
た
。
こ
の
活
動
は
行
政
と
地

域
が
連
携
す
る
場
を
毎
月
提
供
し

て
い
る
自
治
公
民
館
長
会
定
例
会

を
は
じ
め
、
子
ど
も
か
ら
高
年
者

ま
で
町
民
全
員
参
加
型
の
町
づ
く

り
を
可
能
と
し
て
い
る
。
ま
さ
に

「
自
治
の
心
」「
結
い
の
心
」
を
育
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河川一斉清掃

一
人
ひ
と
り
の
取
り
組
み
が

登
録
へ
の
カ
ギ
と
な
っ
た

「心」寄り添うまちづくり

花いっぱい運動

先人たちから受け継いだ照葉樹林。自治公民館では、さまざ
まな活動で、地域の人たちが森と共に生きる心を育んでいる。

日髙正光さん
自治公民館連絡協議会会長

町では、「河川一斉清掃」「花いっぱい運動（季

節による花の植栽）」や秋の「自治公民館手

づくり文化祭」、「地区の祭り」など、自治公

民館の産業部などが中心となって高年者や婦人部、壮

年会、子ども会と年間を通して、幅広い世代の「心」

が通う、楽しい活動に取り組んでいます。このような、

各自治公民館での一人ひとりが取り組んだ行事や活動

が、今日までの評価や、今回のユネスコエコパーク登

録に大きく貢献しているものと思います。

こうした自治公民館活動はユネスコエコパークでは移

行地域（人が生活し生産活動を行う地域）の土地の利

用方法にあたるとされ、この地域では農業や居住、そ

のほかさまざまな利用が許されています。

今後は、移行地域の利活用方法など、館長会などで学

習し人間と自然が共生し調和の取れた地域社会を、自

治公民館活動と連携しながら取り組んでいきたいと思

います。

「心」が通う
自治公民館活動を
目指して

Interview

綾 私が子どもの頃、子ども会で経験したお
祭りや七夕イベントなどは本当に楽しい
思い出でしたが、東京ではすでに子ども
会などは無くなってきています。綾に来
て、自分の子どもにそういった経験をさ
せ世代間の交流を体験させてあげられる
ことは本当にうれしいです。また綾の公
民館活動は人と人がつながり、いたわり
合う精神が残されていると思います。

小田瀧 繍香さん
東中坪地区

（東京より移住）



て
る
全
国
で
も
珍
し
い
活
動
で
あ

る
。

　
「
河
川
一
斉
運
動
」「
花
い
っ
ぱ

い
運
動
」「
自
治
公
民
館
手
づ
く

り
文
化
祭
」「
町
民
体
育
大
会
」

な
ど
な
ど
、
こ
れ
ま
で
町
民
一
人

一
人
が
参
加
し
て
き
た
こ
の
活
動

は
今
回
の
登
録
に
大
き
な
役
割
を

果
た
し
て
お
り
、
世
界
か
ら
も
住

民
参
加
型
の
モ
デ
ル
的
な
ま
ち
と

し
て
評
価
さ
れ
た
の
だ
。
先
日
来

町
し
た
国
際
花
の
ま
ち
づ
く
り
コ

ン
ク
ー
ル
の
審
査
員
も
、
こ
の
取

り
組
み
に
深
く
感
銘
を
受
け
て
い

た
。
今
後
も
こ
の
活
動
を
継
続
さ

せ
る
こ
と
が
「
エ
コ
パ
ー
ク
綾
」

を
未
来
へ
継
承
す
る
の
に
不
可
欠

な
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

7 aya style

結いの心
～世界に認められた綾のまちづくり～

［特集］

綾町の有機農業

雛山 綾競馬

森に寄り添ってきた
私たちの生活「綾スタイル」に
誇りを持って

上野　登

照葉樹林ネットワーク代表
てるはの森の会代表

Noboru Ueno

故、綾町がエコパークに選ばれたのか。これ

を考えるとき、大きくは二つの流れがありま

した。まずは、郷田實前町長が誕生し、

1985年に「照葉樹林都市・綾」の宣言。その後、照

葉樹林の保護、保存を図り、現在まで復元事業が続け

られていることです。

　そして、自然を守りながら生かした前町長のまちづ

くりを継承し、今日まで「自然と調和した豊かで活力

に満ちた教育文化都市」づくりをスローガンに「産業

観光のまち」づくりを推進してきていることです。そ

の柱は、①照葉樹林都市、②自然生態系農業の町、③手

づくり工芸の里、④農村と都市との交流共生のまち⑤

教育スポーツ合宿交流の里といった、まちづくりです。

　綾町では全国的にも珍しくこの二つの流れがぴった

りと寄り添っているのです。原生的森林は奥山の奥に

あるのが普通ですが、綾町はこの国内最大の照葉樹林

を町部からも眺められる「里山」といってよい場所に

あります。この復元プロジェクト地域を核心地域とし、

その周囲に教育、研修、エコツーリズム等に利用する

緩衝地域を設定、町民の生産と居住地域を移行地域に

設定し、この３地域の総合的な保存、保全を図ってお

り、まさにエコパーク構想図どおりのまちづくりを推

進しているのです。将来、産業、観光のまちに加え

「ユネスコエコパーク」としてのブランド商品を作り、

全国いや世界に綾ブランドを発信していくことが求め

られます。たとえば名水百選の水で作った、「木挽」の

ような例がたくさん産まれてほしい。北九州の生協が

推薦した「綾の豚」は輝きを取り戻してほしい。エコ

パークはそうした町民の新しい活動と生物圏の保全、

共生の姿のとしての綾を求めているのです。

Interview

何



　

今
回
の
登
録
は
、
綾
町
の
先
進

的
な
ま
ち
づ
く
り
が
国
際
的
に
認

め
ら
れ
た
も
の
で
、
今
後
の
「
次

な
る
綾
ら
し
い
取
り
組
み
」
が
世

界
か
ら
注
目
さ
れ
ま
す
。
そ
れ
で

は
、
ど
う
い
っ
た
取
り
組
み
が
、

今
後
必
要
と
な
る
の
か
簡
単
に
説

明
し
ま
す
。

　

ま
ず
は
生
活
経
済
面
で
す
。

M
A
B
計
画
の
趣
旨
で
あ
る
「
自

然
と
の
共
生
」
実
現
の
た
め
の
考

え
方
や
方
法
を
、
も
っ
と
身
近
に

具
体
的
に
実
行
し
て
い
く
こ
と
の

重
要
性
で
す
。
現
在
、
私
た
ち
に

求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
の
一
つ
は

「
収
奪
・
破
壊
的
利
用
か
ら
保
全
・

再
生
・
循
環
的
利
用
へ
の
シ
フ
ト

変
換
」
の
促
進
と
実
践
で
す
。
綾

町
の
場
合
、
こ
の
分
野
に
つ
い
て

は
「
自
然
生
態
系
農
業
」
の
ほ
か

多
く
の
先
行
的
実
践
が
既
に
あ
り

ま
す
。
し
か
し
、
生
活
環
境
面
の

取
り
組
み
は
地
域
婦
人
会
の
「
綾

町
水
を
守
る
会
」
の
活
動
は
あ
る

も
の
の
十
分
と
は
言
え
ま
せ
ん
。

「
綾
町
の
自
然
を
守
る
条
例
」
や

「
綾
町
照
葉
の
里
景
観
条
例
」
な

ど
も
、
遵
守
や

活
用
・
利
用
の

面
で
は
あ
ま
り

生
か
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
。
ユ
ネ

ス
コ
エ
コ
パ
ー

ク
に
相
応
し
い

「
総
合
的
な
地

域
環
境
づ
く
り

や
町
並
み
景
観
づ
く
り
」
の
動
き

は
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
、
今
後
、

こ
う
し
た
動
き
を
活
発
化
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　

次
に
組
織
体
制
面
で
す
。
川
上

の
原
生
的
な
自
然
や
川
下
で
の
町

民
の
生
活
経
済
・
生
活
環
境
の
価

値
を
確
実
に
保
全
管
理
し
て
い
く

た
め
の
管
理
運
営
体
制
を
整
え
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
で
求
め

ら
れ
て
い
る
の
は
「
責
任
転
嫁
の

要
求
で
は
な
く
、
住
民
の
意
志
と

行
動
に
基
づ
く
総
合
的
・
横
断
的
・

順
応
的
対
応
で
の
連
携
・
協
働
ス

タ
イ
ル
に
よ
る
組
織
づ
く
り
」
で

す
。
町
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
今
ま

で
以
上
に
地
域
活
動
へ
の
参
加
が

増
え
、
日
常
生
活
で
の
負
担
が
増

す
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、日
本
の
、

ア
ジ
ア
の
そ
し
て
世
界
の
綾
に
な

る
に
は
避
け
て
は
通
れ
ま
せ
ん
。

役
場
や
町
民
の
「
一
踏
ん
張
り
」

が
大
変
重
要
と
な
り
ま
す
。

　

綾
町
の
場
合
「
自
治
公
民
館
制

度
」や「
綾
の
照
葉
樹
林
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
な
ど
あ
り
ま
す
が
、
分
野

が
限
ら
れ
て
い
ま
す
。
ユ
ネ
ス
コ

エ
コ
パ
ー
ク
全
域
と
な
る
と
、
役

場
を
中
心
に
、
土
地
の
管
理
者
や

地
域
住
民
、
各
産
業
従
事
者
、
大

学
の
研
究
者
や
学
識
経
験
者
、
教

育
機
関
な
ど
、
当
該
地
域
に
関
わ

る
幅
広
い
参
加
者
が
論
議
す
る
組

織
や
シ
ス
テ
ム
が
必
要
で
す
。
幸

い
な
こ
と
に
、
今
回
の
登
録
に
よ

り
、
外
部
と
の
連
携
な
ど
、
組
織

作
り
の
環
境
は
徐
々
に
整
い
つ
つ

あ
り
ま
す
。

　

ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
の
有
効

利
用
は
「
綾
町
憲
章
の
体
現
」
に

つ
な
が
り
ま
す
が
、
町
民
一
人
ひ

と
り
の
協
力
無
く
し
て
は
実
現
で

き
ま
せ
ん
。
こ
れ
ま
で
以
上
に
町

民
と
行
政
が
一
体
と
な
り
「
連

携
・
協
働
の
絆
」
で
、
取
り
組
ん

で
い
く
こ
と
が
未
来
へ
残
す
「
エ

コ
パ
ー
ク
綾
」
に
必
要
な
こ
と
で

す
。

6aya style

未
来
へ
残
す
エ
コ
パ
ー
ク
綾

「
エ
コ
パ
ー
ク
綾
」
を
継
承
す
る

た
め
に
必
要
な
こ
と

河野　耕三

綾町照葉樹林文化推進専門監

写真右／高年者と園児の農業体験
左上／「水を守る会」による環境学習
左下／町民が集う「町民体育大会」

kozo Kawano

森
と
と
も
に
生
き
る
私
た
ち
の
生
活
が
評
価
さ
れ
た
今
回
の
エ
コ
パ
ー
ク

認
定
。
こ
れ
か
ら
私
た
ち
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
か
。
照
葉
樹
林
文
化
推

進
専
門
監
の
河
野
さ
ん
に
話
を
聴
い
た
。



　

今
回
の｢
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー

ク｣

の
登
録
は
、
森
を
守
り
、
私

た
ち
に
そ
の
森
を
残
し
た
先
人
た

ち
の
心
、
綾
の
自
然
に
見
入
ら
れ

先
進
的
な
有
機
農
業
に
取
り
組
ん

だ
人
た
ち
や
名
品
を
作
り
続
け
た

工
芸
家
た
ち
の
心
、
そ
し
て
、
森

と
と
も
に
生
活
す
る
私
た
ち
の

心
、
そ
れ
ら
す
べ
て
綾
町
に
あ
ふ

れ
る
希
望
の
心
が
結
ば
れ
た
結
果

で
あ
る
。

　

こ
れ
ま
で
、
当
た
り
前
の
よ
う

に
続
け
て
き
た
「
ゴ
ミ
ひ
ろ
い
や

分
別
」「
花
植
え
」「
植
樹
」
な
ど

を
は
じ
め
と
す
る
自
治
公
民
館
活

動
も
町
民
一
人
ひ
と
り
が
世
界
に

誇
れ
る
活
動
を
行
っ
て
き
た
と
い

う
証
だ
。

　

私
た
ち
は
こ
の｢

結
い
の
心｣

に

誇
り
を
持
ち
、
子
ど
も
た
ち
に
引

き
継
い
で
い

く
こ
と
こ
そ
、

｢

綾
ユ
ネ
ス
コ

エ
コ
パ
ー
ク｣
を
守
り
続
け
て
い

く
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。

「
結
い
の
心
」を
後
世
に

結いの心
～世界に認められた綾のまちづくり～

［特集］

綾町長

前田 穰

　ユネスコ エコパーク登

録が決定し、たいへん光

栄に思っています。登録

されましたのは、これま

で町全体で取り組んでき

た「自然と共に生きるま

ちづくり」が評価された

ものだと思います。

具体的には照葉樹林の保

全・自然生態系農業・手づくりの里、産業観光・

自治公民館制度などです。今後も町全体で継続

して取り組んでいきましょう。

　また、申請から決定に至るまで、ユネスコ、文

部科学省、環境省、ＭＡＢ委員会、九州森林管理

局、宮崎県、公益財団法人日本自然保護協会、て

るはの森の会と、関係市町村の皆さんのご協力

に感謝します。

　特に今年は、綾町にとって「町制施行８０周年」

の年でもあります。この記念すべき年にいただき

ましたユネスコ エコパークの登録をさらなるス

テップアップへの励みとして、宮崎県の森から日

本の森、世界の森として発信することへの意義

をしっかり据えて次世代に自信と誇りを持って

引き継いでいかなければなりません。今後も自

然と共生のまちづくりを力強く展開し、持続可能

な地域社会を建設し、素晴らしい照葉樹林文化

を創造していきたいと思いますので、町民の皆

さんのさらなるご指導、ご支援をお願いいたし

ます。

綾町議会議長

大隈　寛

　綾町は約半世紀にわた

り有機農業などと連携し

たまちづくりを通じ、自

然と人間との共存に配慮

した、地域振興策などを

行ってきました。今回そ

の取り組が評価され、ユ

ネスコエコパークの登録

決定を受けることになり

ました。

　そういった中で、昨年、新しくリニューアルさ

れた照葉大吊橋は多くの観光客で賑わっており、

今後、産業観光と自然のバランスを考えた準備

を怠ることなく整備していくことが大切であると

考えます。　そして、綾町総合長期計画の目指

すべき大きな柱として掲げられている「自然と共

に生き、人と共に生きるまち、綾」のまちづくり

を議会としても、なお一層町民と一体となって取

り組んでいきたいと思います。

　最後に、今回のユネスコエコパーク登録申請

にご協力いただきました関係者の皆さんに、心よ

りお礼を申し上げます

9 aya style

自然と共生の
まちづくりを後世に



Information

と　き：9月15日（土）
花火打上げ／午後8時～（約1時間程度）

※小雨決行 順延日 9月22日（土）午後8時～（予定）

※当日の交通規制については上記のとおりですが、天候・道路の混雑状況によって若干時間を変更することがありますので、
現場の警察官・警備員の指示に従ってください。　【問い合わせ先：産業観光課　☎77-3464】

ところ：綾南川三本松橋上流河川敷

秋の夜空を彩る
「綾の花火大会」開催
　今回で32回目となる恒例の花火大会を次のとおり
行います。秋の澄みきった夜空のもと、約4,000発の
花火をご家族おそろいでお楽しみください。

　また、交通規制につきましては、下図をご参照
ください。会場または駐車場周辺にお住まいの住民
の皆さんには、ご迷惑をおかけしますが、ご協力を
お願いします。

歩行者天国及び迂回路・駐車場配置図

10aya style

Aya Style 9 月
お知らせ
&情報

綾中学校
グラウンド

綾町役場
ほんものセンター
農協選果場
三本松橋下流河川敷
綾てるはドーム
綾中学校グラウンド

駐　車　場
・・・・・・・・・・・・・・・・・100台

・・・・・・・・・・60台
・・・・・・・・・・・・・・・・80台

・・・・・・・500台
・・・・・・・・・・・250台
・・・・・・・200台



※80歳以上の方は、敬老年金の支給がございますので、敬老会の当日は印鑑をご持参ください。

お達者クラブ

各地区の敬老会は次のとおり開催されます

　９月17日（月）は敬老の日です。長年、社会につくしてこられた皆さんを敬い長寿を祝う日です。 
各自治公民館主催の敬老会が次のとおり行われます。対象者は本年度75歳（学年単位）になる人からです。
（1,305人［うち100歳以上の高齢者6人］）。　

　本町では高齢化率が28.53％（7月31日現在）になり超高齢社会に突入しています。今後、この傾向は一層高
まると思われますが、高齢者の皆さんが健康で心豊かな長寿生活を送っていただくために、町で行っている生
きがい対策事業について紹介します。

ご長寿おめでとうございます

生きがい対策事業

　家にとじこもりがちな高齢者が地区公民館に気軽に
でかけ、スタッフ（看護士、保健師、栄養士ボラン
ティアなど）による介護予防の取り組みや食事などを
して元気に暮らせる地域づくりをめざします。

敬老年金支給
　長寿を祝福し、家庭の
平和と高齢者に感謝の意
を込め、80歳以上の高齢
者に年金を支給します。

合同金婚式
　結婚50周年を迎えら
れたご夫婦を祝福する
ために合同金婚式をお
こないます。（申し込
みは10月から始まりま
す）。 

シルバー人材センター
　高齢者の生きがいづくりと健康増進を図るとともに
地域社会に参加することを目的に設置されています。 
（町からも補助金が交付されています）  

高年者クラブ連合会への補助
　高齢者が健康や生きがい、同世代の融和を図り地域
の担い手として、生き生きと活動できるために活動費
を助成しています。  

温泉入浴料助成
　町内に住所のある満70歳以上の人に、温泉入浴料補
助回数券（酒泉の杜温泉のみ）を発行します。（役場で
の申請が必要です）。

15日（土）
揚　町

北　麓

上　畑

四　枝

中　堂

立　町

宮　谷

古　屋

昭　和

神　下

西中坪

午前11時～午後2時

午前11時～午後2時

午前11時～午後3時

午前11時～午後2時

午前11時～午後1時30分

午前11時～午後2時

午前11時～午後2時

正午～午後3時

午前10時～正午

午前11時～午後2時

午前11時～午後2時

てるはの森の宿

綾川荘

上畑公民館

四枝公民館

中堂公民館

立町公民館

宮谷公民館

てるはの森の宿

昭和（崎ノ田）公民館

綾川荘

西中坪公民館

南麓

杢道

割付

倉輪

尾立

宮原

東中坪

麓

二反野

久木野々

竹野

午前11時～午後2時

午前11時～午後1時

午前11時～午後2時

午前11時～午後2時

午前11時～午後2時

午前11時～午後2時

午前11時～午後2時

午前11時～午後3時

午前11時～午後3時

午前11時30分～午後3時

午前11時～午後2時

南麓公民館

杢道公民館

割付公民館

倉輪公民館

尾立公民館

宮原公民館

東中坪公民館

綾川荘

二反野公民館

久木野々公民館

竹野公民館

日　程 地区名 時　間 場　所 日　程 地区名 時　間 場　所

16日（日）

16日（日）

17日（月）

11 aya style

福祉保健課
Welfare & Health

☎77-1114
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　「中学生学習教室」の生徒を募集しています。中学校での学習・家庭での学習
をサポートするために、「昴」より講師を迎えて学習教室を開設しています。
　現在1年生27人、2年生29人、3年生48人が参加しています。
　学校や学習教室での努力によって、確実に一人一人の学力向上を目指すもの
です。ぜひご参加ください。

■学習教室生徒募集

　7月 22日に開催された「第 57回宮崎県吹奏楽コンクール」で綾中学校吹奏楽部が 4年連続の銀賞を獲得し
ました。今後も温かい激励とご指導をお願いします。（広報あや「10月号」で詳しくお伝えします）。

■宮崎県吹奏楽コンクール4年連続銀賞受賞

　7月24日、国富町立本庄小学校で、第２回東諸県郡水泳
教室が開催されました。
　その結果、５年生女子50ｍ自由形では、猿渡かおるさん
が第１位、笠井咲良さんが第２位、５年生女子50m平泳ぎ
では、木下香乃さんが第１位、猿渡かおるさんが第２位、
笠井咲良さんが第３位、５年男子25ｍ自由形では、椎屋風
思さんが第２位、６年生男子50ｍ自由形と６年生男子50
ｍ平泳ぎの２部門で、森山景志郎さんが第１位、６年生女
子50m自由形と６年生女子50m平泳ぎの２部門で、児玉千
夏さんがそれぞれ第１位、第２位に入賞しました。
　100ｍ選抜リレーでも、６年生男子が第１位、６年生女
子が第２位、５年生女子も参考記録ながらベスト記録に入
賞する活躍でした。おめでとうございます。
　また、水泳教室に参加した子どもたちの中には、体育の
授業で泳ぐことが楽しくなり、ほかの子どもと競いあって
みたいと体育の時間や放課後などで練習を重ねてきた子も
多くいました。この教室を通して子どもたちは泳ぐ喜びを
味わうことができました。

■東諸県郡水泳教室開催

中１学習教室

中2学習教室

中3学習教室

1回 /週

2回 / 週

3回 / 週

午後7時45分～9時30分

午後7時45分～9時30分

午後7時45分～9時30分

木

月・水

火・水・金

町公民館

町公民館

町公民館

3,000円/月

5,000円/月

5,000円/月

英語、数学復習

英語、数学復習

英語、数学、
理科・社会復習

教育委員会
Bord of Education

☎77-1183



■図書館マナーアップ月間

　皆さんが想い出として大切に保管
しているレコードを持ち寄ってもら
い、その中の一番聴きたい１曲を、
皆さんで一緒に鑑賞します。
■と　き／９月22日（土）
　　　　　午後3時～午後5時まで　
■ところ／図書館　学習・視聴覚室
■定　員／ 20人（レコードを持って
これる人、事前申し込み　先着順）
※鑑賞のみの参加はどなたでもでき
ます。
■対　象／一般
■参加料／無料
■協　力／宮崎レコード音楽愛好会

■申込方法／
図書館カウンター、または電話でお
申し込みください。
■申込期間／
9月7日（金）～9月16日（日）まで
※定員となり次第、締め切りますの
で、お早めにお申し込みください。

■子ども映写会
15日（土）午後２時30分～３時20分
「かんから　さんしん」

■おはなし会
毎週土曜日　午後２時～２時30分

　図書館では、毎年9月を「図書館マナーアップ月間」
としています。利用者の皆さんにはいつもご協力をい
ただいていますが、さらなる向上のため、図書館利用
のマナーについてご紹介します。
　図書館は、大人も子どもも、気軽に利用することが
できる公共施設です。特に、子どもたちにとって、図
書館は初めて訪れる公共の場所であることが多いよう
です。子どもたちが公共マナーに接し、学ぶ場所にも
なりますので、皆さんのご理解とご協力をお願いしま
す。

 利用マナーについて
◎次に利用する人のために、返却期限を守りましょう。
◎走ったり、大きな声や音を出したりしないでくださ
い。
◎飲食しないでください。
◎携帯電話は使用しないでください。
◎履き物をそろえましょう。

 ［資料（本）の取扱いについて］
◎書き込み、切り取りは決してしないでください。破
れた時もセロテープなどで補修せず、そのままの状態
でお申し出ください。
◎食べ物、飲み物、水分、火気、臭いは本の大敵で
す。ご自宅においても、図書館の本を読みながらの飲
食や喫煙などはご遠慮ください。
◎資料（本）は優しく取り扱いましょう。

9月の行事・イベント

てるは図書館
Library Information

文字が大きくてとても読みやすい「大
活字本」をご存知ですか？　現在、小
説を中心に約700冊の大活字本があり
ますので、どうぞご利用ください。

●大きな字ですぐわかるはじめてのCD
／DVD 　   
●真 鶴「川上弘美/著」
●平成大家族 「中島京子/著」　 
●平安妖異伝「平岩　弓枝/著」
●海辺の小さな町「宮城谷昌光/著」

●検査と数値を知る事典 
●正しい報告書・レポートの書き方
●お のすすめ　

「脚下照顧」（きゃっかしょうこ）

おすすめの本

9月の休館日 1日（土）、毎週月曜日

【大活字本】

【一般書】

●のぞいてみよう！厨房図鑑
●どうぶつしょうぼうたいだいかつやく
　「シャロン・レンタ/作」
●おひげおひげ「内田麟太郎/作」
　

【児童書】

※この他にもたくさんの本が入っています。

13 aya style

■あなたがつくるレコード・コンサート

　「自分の足下を見なさい」の意から転じて「履き物をそ
ろえましょう」と標語的に使われている言葉で、履き物
をそろえる心のゆとりを持ちましょうという意味も持っ
ています。
　綾てるは図書館は、入り口で上履きに履き替えて利用
する全国的にも珍しい図書館です。これには、図書館を
大切な学びの場として、皆さんに多く利用してもらいた
いという願いも込められています。
　皆さんも「脚下照顧」の教えで、「心のゆとり」を感じ
てみませんか。

☎77-0180



曽根　 輪ちゃん［女］
（そね　りん）

Ｈ24.7.13 生
保護者：玲央さん［二反野］

一時保育のご案内

子育て支援センター
Childcare Support

５日（水）わくわく広場
■と　き／ 午前9時30分～11時30分
■ところ／子育て支援センター　　　　　　　　　　
■内　容／アルバム作り　　　　　　　　　　　　　
※センターでの活動の様子やお子さんのかわいい写真
が撮れていますので、まだアルバムを作ってない人も
この機会にぜひお越し下さい。

12日（水）親子教室「コアラ」
■と　き／午前９時30分～11時30分
■ところ／子育て支援センター
■内　容／子育て講話
 「子どもとママのためのセルケア」
※保健師の「柏田ひろみ」さんのお話です。たくさん
の参加をお待ちしています。
　　　　　
19日（水）ゆったり子育て教室
■と　き／午前9時30分～11時30分
■ところ／子育て支援センター

■内　容／親子遊び
※歌、体操、リズム遊び、楽しいことがいっぱいです。
親子で楽しく遊びましょう！

26日（水）誕生会
■と　き／午前10時～11時30分
■ところ／子育て支援センター
■内　容／9月まれの誕生会を開きます。
※対象者にはハガキでお知らせします。ハガキが届か
ない人はご連絡ください。

28日（金）綾っ子広場
■と　き／午前10時～午後3時
■ところ／フェニックス自然動物園　
※10時に綾町公民館前駐車場を出発します。各自必要
なものをお持ちください。
※町のマイクロバスで行きますので、申し込みをお願
いします。　

9月の行事・イベント

　０、１，２歳児のアレルギー疾患は年々増えていま
す。原因ははっきりわかっていませんが、食生活の変
化、大気汚染の悪化、さらに、気密性が高く、ダニの
増えやすい住環境などが指摘されています。
　保護者の多くは子どものアレルギーを心配します
が、アレルギー検査はあくまでも参考でしかないの
で、症状が出なければ、アレルギーの病気があるかど
うかはわかりません。また、症状がでていないのに検
査をしても、意味がありません。子どもの様子を良く
観察して気になる症状が見られたら、早めに受診しま
しょう。受診するときは、なるべく細かく情報を伝え
ることが大切です。病名や原因がわかれば、適切な治
療と環境対策で悪化を防ぐことができます。

　さまざまな理由で一時保育を希望する人は、お気軽にご利
用ください。

増えている増えている
0・1・2歳児のアレルギー0・1・2歳児のアレルギー
増えている
0・1・2歳児のアレルギー

☎77-1154
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今月のPho
to!!

利用時間／月～土曜日（祝祭日を除く）午前8：30～午後5：15
利用料金／半日500円（おやつ1回）、1日1,000円（副食、おやつ2回）

「わくわく教
室」

そうめん流し

お誕生日おめでとう

髙山　 涼ちゃん［女］
（たかやま　すず）

Ｈ24.7.6 生
保護者：勇一さん［南麓］

大正 千真ちゃん［男］
（たいしょう　かずま）

Ｈ24.7.16 生
保護者：善弐さん［中堂］

花田 勇太ちゃん［男］
（はなだ　ゆうた）

Ｈ24.7.16 生
保護者：健二さん［南麓］

横山 杏夏ちゃん［女］
（よこやま　あんな）

Ｈ24.7.19 生
保護者：貞正さん［神下］

原田 優奈ちゃん［女］
（はらだ　ゆな）

Ｈ24.8.4 生
保護者：鉄也さん［北麓］

8月10日までに、届出のあった子どもさんです。

室」

おめでとう
届出のあった子どもさんです。



こころの電話相談
相談専用電話：☎32-5566
月曜日から金曜日（祝祭日・年末年始を除く）
※午前9時から午後７時まで

精神科医による個別相談
ストレス、うつ病、薬物やアルコール、ギャンブル依存などの本人
や家族の相談に応じます。（予約制）
◎予約窓口：宮崎県精神保健福祉センター
◎電話番号：☎27-5663
◎相談費用：無料
◎相談場所：宮崎県総合福祉センター４階（宮崎市霧島1-1-2）

あなたにも出来る自殺予防のための支援行動です。みんなで
いのちを守りましょう！

ひとりで悩まないで誰かに
話ししてみませんか？

成人検診
胃がん検診
■とき／９月18日（火）、19日（水）
■対象／ 40歳以上の人
　
特定健康診査
■とき／９月27日（木）、28日（金）
■対象／国民健康保険加入者で
　　　　40歳から74歳の人
※申し込みをされた方には、事前に受診票送付します。

妊婦・乳児に関する健診・相談
乳児相談（おっぱい・育児相談）
■とき／９月７日（金）午後１時～
■対象／乳児と母親

1.6歳児健康診査
■とき／９月13日（木）

■対象／平成22年12月生、平成23年1・2月生、未受
診者
カンガルークラブ
■とき／９月６日（木）午前９時30分～
■対象／妊婦

離乳食教室
■とき／９月28日（金）午後２時～
■受付／午後１時45分～
■対象／乳児と母親
※対象者には個別に通知します。

検診・相談

健康センター
Health Information

無医地区巡回診療
倉輪地区
20日（木）　午後１時～２時

広沢地区
21日（金）　午後１時～２時

9月10日からの一週間は「自殺予防週間」です

《気づき》　家族や仲間の変化に気づいて声をかける。
《傾　聴》　本人の気持ちを尊重して耳を傾ける
《つなぎ》　早めに専門家に相談するよう促す。
《見守り》　温かく寄り添いながらじっくりと見守る。

「いのちを守る」

お達者クラブ
集合場所：各自治公民館
※立町、西中坪、麓、宮谷は高年者
講座を行います

4日（火）

5日（水）

6日（木）

7日（金）

11日（火）

12日（水）

13日（木）

14日（金）

18日（火）

18日（火）

19日（水)

20日（木）

21日（金)

25日（火)

26日（水)

27日（木）

中堂

東中坪

上畑

古屋

立町

四枝

神下

西中坪

南麓

宮原

揚町

麓

昭和

二反野

宮谷

北麓

午前9時30分～

午前9時30分～

午前9時30分～

午前9時30分～

午前9時30分～

午前9時30分～

午前9時30分～

午前9時30分～

午前9時30分～

午後1時30分～

午前9時30分～

午前9時30分～

午前9時30分～

午前9時30分～

午前9時30分～

午前9時30分～

実施日 地区 時間

増えている
0・1・2歳児のアレルギー
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☎77-0195
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　7月24日に「平成24年度綾町野菜生産者大会」が盛大に
開催されました。今年度の表彰者は左記のとおりでした。
受賞おめでとうございます。（敬称略、順不同）

おめでとうございます！

有機農業開発センター
Agriculture

　キュウリ黄化えそ病（ＭＹＳＶ）が依然として発生
し、これから植え付けが始まるハウス抑制キュウリに
おいて甚大な被害が想定されます。
※防除対策

①ハウス周辺、ハウス内外の除草を徹底しましょう。
②植え付けるハウスでは防虫ネット（目合い0.4㎜）
を定植前に必ず張りましょう。
③定植後の小さい苗に、保毒したミナミキイロアザミ
ウマが寄生すると10日前後で発病します。
④定植直後の薬剤散布に重点を置き、初期感染を防ぎ
ましょう。
⑤気温が高い8月～ 10月は、虫の活動も盛んで、ウイ
ルス感染が最も高い時期です。
⑥スリップスがいなくても薬剤散布を行いましょう。
⑦発生株は、直ちに抜根し適正に処分しましょう。

　農業委員会では、農地のあっせんをしています。
今回、新たにあっせんの申し出があった土地は、次の
とおりです。
・四枝地区　畑　21アール
※農地を購入する場合には、譲り受けの条件がありま
すので、詳しくは、9月10日（月）までに各地区農業

委員または農業委員会事務局までお問い合わせくださ
い。

　毎月5日と15日は、「森林セラピー体験の日」です。
ぜひご参加ください。　
【内容】
◎Ａコース（定員20人）
　川中公園コース
◎Ｂコース（定員10人）
　綾神社周辺コース
　・時間／午前9時30分～正午
　・集合場所／役場裏駐車場
　・参加料／一人500円
※内容については、相談の上変更も可能です。また、
5日、15日以外の日程でもセラピーは開催できます。
都合の良い日がありましたら、３日前までにお申し込
みください。
【問い合わせ・申込先】
農林振興課内・森林セラピー 推進協議会事務局（長峰）

■綾町野菜生産者大会

病害虫発生警報

農地をあっせんします

森林セラピー体験案内

賞 氏名 地区名

最優秀賞

優秀賞

優良組織賞

努力賞

濱砂　達良

徳弘　正敏

平山　保

平成支部

入船　康紀

平山　強

大正　善弐

日高　辰弥

渡辺　邦弘

古市　朋春

中　堂

揚　町

四　枝

宮　原

四　枝

中　堂

宮　原

四　枝

揚　町

☎77-0100

毎月20日は「県内一斉消毒の日」です。
畜舎等の消毒を徹底しましょう！
伝染病から家畜の命を守るのはあなた自身です。
日本一、安全・安心な畜産をめざしましょう



記帳・帳簿などの保存制度の対象者が拡大されます
　事業所得がある白色申告の人に対する現行の記帳・帳簿などの保存制度について、平成26年1月から対象とな
る方が拡大されます。（※現行の記帳・帳簿等の保存制度の対象者は、白色申告の方のうち前々年分あるいは前
年分の事業所得などの金額の合計額が300万円を超える方です。）

軽自動車などをお持ちの方へ
軽自動車やバイクを持っている人で、転入・転出、廃車、譲渡をした人、また軽自動車の所有者が亡くなった場
合、所定の手続きが必要です。（軽自動車税は、４月１日現在の所有者に課税されます）

税のひろば
Tax Information

帳簿

書類

～平成26年1月から～

対象となる方
事業所得、不動産所得又は山林所得を生ずべき業務を行う全ての人です。

記帳する内容
売り上げなどの収入金額、仕入れやその他の必要経費に関する事項を帳簿に記載します。　
記帳に当たっては、一つ一つの取引ごとではなく日々の合計金額のみをまとめて記載するなど、簡易
な方法で記載してもよいことになっています。

帳簿等の保存
収入金額や必要経費を記載した帳簿のほか、取引に伴って作成した帳簿や受け取った請求書・領収書
などの書類を保存する必要があります。

※所得税の申告の必要がない人も、記帳・帳簿等の保存制度の対象となります。

保存が必要なもの 保存期間

収入金額や必要経費を記載した帳簿（法廷帳簿）

業務に関して作成した上記以外の帳簿（任意帳簿）

決算に関して作成した棚卸表、そのほかの書類

業務に関して作成し、または受領した請求書、納品書、送り状、領収書などの書類

転入…役場で、ナンバー取替えの手続きをしてください。
転出…転出先の市区町村役場で、ナンバー取替えの手続きをしてください｡
廃車…役場で､ナンバーの返納と廃車の手続きをしてください｡
買い替え…役場で、車台変更の手続きをしてください。
譲渡…譲受人の住所地の市区町村役場で、名義変更の手続きをしてください。

7年

5年

車　種

原動機付自転車
(50・90・125cc)

小型特殊自動車
(農耕作業用､そのほか)

転入・転出…軽自動車協会で､住所変更の手続きをしてください｡
廃車…軽自動車協会で､車検証・ナンバーの返納と廃車の手続きをしてください。
譲渡…譲受人の住所地の軽自動車協会で､名義変更の手続きをしてください｡
　　　（県内の場合は宮崎県軽自動車協会　☎51―3070）

転入・転出…陸運支局で、住所変更の手続きをしてください。
廃車…陸運支局で、車検証・ナンバーの返納と廃車の手続きをしてください。
譲渡…譲受人の住所地の陸運支局で､名義変更の手続きをしてください。
　　　（県内の場合は宮崎陸運支局　☎51-3824）

軽自動車二輪
(126 ～ 250ccの二輪車)

軽自動車四輪
（660ccまでの四輪車

小型二輪
(251cc以上の二輪車)

手続き

17 aya style

☎77-1113



お
知
ら
せ

お
ね
が
い

一
部
負
担
金
の
減
額
ま
た
は
免

除
に
つ
い
て

　

国
民
健
康
保
険
で
は
次
の
場

合
、
被
保
険
者
が
病
院
で
支
払

う
一
部
負
担
金
（
70
歳
以
下
の

場
合
医
療
費
の
３
割
）
の
減
額

ま
た
は
免
除
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

①
台
風
や
地
震
な
ど
の
自
然
災

害
で
、
世
帯
主
が
死
亡
、
ま
た

は
身
体
障
害
者
と
な
っ
た
場
合

や
、
住
居
な
ど
の
資
産
に
大
き

な
損
害
を
受
け
た
と
き
（
国
民

健
康
保
険
税
の
減
免
世
帯
）

②
干
ば
つ
や
冷
害
な
ど
に
よ
る

農
作
物
な
ど
の
不
作
で
、
収
入

が
著
し
く
減
少
し
た
と
き

③
事
業
の
休
廃
止
や
失
業
に
よ

り
、
収
入
が
著
し
く
減
少
し
た

と
き

　

①
〜
③
の
い
ず
れ
か
の
理
由

に
よ
り
、
国
民
健
康
保
険
税
の

滞
納
の
な
い
世
帯
で
、
世
帯
の

収
入
が
著
し
く
減
少
す
る
と
見

込
ま
れ
、
世
帯
員
全
員
の
預
貯

金
が
少
な
く
、
就
労
で
き
る
世

帯
員
す
べ
て
が
働
い
て
い
る
世

帯
が
対
象
と
な
り
ま
す
。
詳
し

い
条
件
に
つ
き
ま
し
て
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
問
合
せ
先 

／
福
祉
保
健
課

保
健
推
進
係

☎
77-

１
１
１
４
（
直
通
）

水
質
検
査
日
：
９
月
25
日
（
火
）

　

検
査
を
希
望
す
る
人
は
24
日

（
月
）
ま
で
に
検
査
容
器
を
役
場

ま
で
取
り
に
来
て
く
だ
さ
い
。

検
査
手
数
料
は
５
、２
５
０
円
で

す
。

◎
問
合
せ
先 

／
建
設
課 

上
下
水

道
係
☎
77-

３
４
６
７
（
直
通
）

　

秋
は
日
没
時
間
が
早
ま
り
、

夕
暮
れ
時
に
は
、
暗
く
な
り
、

交
通
事
故
が
多
く
発
生
し
ま
す
。

特
に
歩
行
中
・
自
転
車
乗
用
中

の
死
亡
事
故
が
増
加
傾
向
に
あ

り
ま
す
の
で
町
民
一
人
ひ
と
り

が
、
交
通
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
を

守
り
交
通
事
故
防
止
に
努
め
ま

し
ょ
う
。

◎
期　

間
／
９
月
21
日
（
金
）

〜　

30
日
（
日
）

[

重
点
項
目]

★
子
ど
も
と
高
齢
者
の
事
故
防

止★
夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
歩
行
中
・

自
転
車
乗
用
中
の
交
通
事
故
防

止★
全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
、
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正

し
い
着
用
の
徹
底

★
飲
酒
運
転
の
根
絶

★
て
げ
て
げ
運
転
追
放
運
動
の

推
進

★
セ
ー
フ
テ
ィ
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ

の
推
進

（
綾
町
交
通
安
全
対
策
協
議
会
）

　

６
月
16
日
に
町
制
施
行
80
周

年
記
念
事
業
と
し
て
行
い
ま
し

た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ
公
開
録
音

「
民
謡
を
た
ず
ね
て
」
が
次
の
日

時
で
放
送
予
定
で
す
。

◎
放
送
日
時
／
９
月
15
日
（
土
）・

22
日
（
土
）・
29
日
（
土
）

【
ラ
ジ
オ
第
一
・
F
M
】

午
後
０
時
30
分
〜
０
時
55
分

　

こ
の
宝
く
じ
の
収
益
金
は
、

市
町
村
の
明
る
い
ま
ち
づ
く
り

や
環
境
対
策
、
小
子
高
齢
化
対

策
な
ど
の
、
地
域
住
民
の
福
祉

向
上
の
た
め
に
使
わ
れ
ま
す
。

◎
発
売
期
間
／ 

９
月
24
日
（
月
）

〜
10
月
２
日
（
火
）
ま
で
の
12

日
間

◎
問
合
せ
先 

／
宮
崎
県
市
町
村

振
興
協
会　

総
務
課
（
担
当
：

児
玉
）　

☎
22-

７
４
０
４

　

綾
町
青
少
年
健
全
育
成
町
民

会
議
で
は
、
明
る
い
地
域
づ
く

り
と
明
る
く
健
や
か
な
青
少
年

が
育
つ
よ
う
願
い
宮
崎
県
と
連

携
し
て
、
次
の
期
間
「
町
民
さ

わ
や
か
あ
い
さ
つ
運
動
」
を
行

い
ま
す
。

　

家
庭
は
も
と
よ
り
、
学
校
、

職
場
、
団
体
な
ど
、
町
内
に
明

る
い
あ
い
さ
つ
が
飛
び
交
う
よ

う
本
運
動
に
取
り
組
み
ま
し
ょ

う
。

◎
期
間
／
９
月
２
日
（
日
）
〜

８
日
（
土
）

（
社
会
教
育
課
）

★
犬
を
飼
っ
て
い
る
人
へ

　

昼
夜
を
問
わ
ず
犬
の
放
し
飼

い
は
や
め
、
犬
の
散
歩
時
は
フ

ン
の
後
始
末
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

保
健
所
で
は
飼
い
主
、
野
犬

に
限
ら
ず
捕
獲
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
犬
を
飼
う
際
は
役
場
で

登
録
を
お
願
い
し
ま
す
。

★
猫
を
飼
っ
て
い
る
人
へ

　

猫
を
野
外
で
飼
う
と
、
伝
染

病
の
感
染
や
交
通
事
故
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。

猫
は
屋
内
で
は
心
身
と
も
に
健

康
に
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

周
り
の
人
へ
の
迷
惑
を
防
ぐ
た

め
に
も
、
屋
内
で
飼
う
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
多
く
の
病
気
の
リ
ス

ク
を
軽
減
さ
せ
、
飼
い
主
の
い

な
い
猫
を
増
や
さ
な
い
た
め
に

国
民
健
康
保
険
か
ら
の

お
知
ら
せ

「
秋
の
全
国
交
通
安
全

運
動
」
実
施

N
H
K
ラ
ジ
オ
「
民
謡
を
た

ず
ね
て
」
放
送
に
つ
い
て

町
民
さ
わ
や
か
あ
い
さ
つ

運
動
の
推
進
に
つ
い
て

あ
な
た
は
周
り
の
人
に
迷
惑

を
か
け
て
い
ま
せ
ん
か
？

オ
ー
タ
ム
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ

の
賞
金
！ 

一
等
前
後
賞
合

わ
せ
て
３
億
９
千
万
円
！

水
質
検
査
の
お
知
ら
せ

18aya style



綾町のお知らせ＆情報［9月］
Aya Information-September

も
不
妊
・
去
勢
手
術
を
受
け
さ

せ
繁
殖
を
抑
え
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
（
町
民
生
活
課
）

　

法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
、

綾
町
の
人
権
擁
護
委
員
の
皆
さ

ん
を
紹
介
し
ま
す
。
相
談
は
無

料
で
、
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま

す
の
で
、
人
権
問
題
で
お
困
り

の
人
・
心
配
ご
と
が
あ
る
人
は

安
心
し
て
遠
慮
な
く
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

綾
町
の
人
権
擁
護
委
員

川
上
和
子
（
立
町
地
区
）

☎
77-

２
０
５
６

日
髙
通
夫
（
揚
町
地
区
）

☎
77-

３
１
８
８ 

田
孝
一
（
古
屋
地
区
）

☎
77-

０
５
７
２

（
町
民
生
活
課
）

　

防
衛
省
・
自
衛
隊
で
は
自
衛

官
の
募
集
を
し
て
い
ま
す
。
募

集
要
項
な
ど
の
詳
細
は
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

﹇
募
集
区
分
／
募
集
人
員
（
募
集

期
間
）﹈

■
防
衛
医
科
大
学
校
学
生
／
約

85
人
（
９
月
３
日
〜
10
月
１
日
）

■
防
衛
大
学
校
学
生

推
薦
／
約
１
０
０
人

（
９
月
３
日
〜
９
月
５
日
）

総
合
選
抜
／
約
40
人

（
９
月
３
日
〜
９
月
５
日
）

一
般
（
前
期
）
／
約
３
０
０
人

（
９
月
３
日
〜
10
月
１
日
）

一
般
（
後
期
）
／
約
40
人

（
25
年
１
月
23
日
〜
２
月
１
日
）

■
航
空
学
生

海
／
約
70
人

空
／
約
40
人

（
８
月
１
日
〜
９
月
７
日
）

■
看
護
学
生
／
約
40
人

（
９
月
３
日
〜
10
月
１
日
）

■
一
般
曹
候
補
生

陸
／
約
２
１
０
０
人

（
８
月
１
日
〜
９
月
７
日
）

海
／
約
１
０
０
０
人

（
８
月
１
日
〜
９
月
７
日
）

空
／
約
７
０
０
人

（
８
月
１
日
〜
９
月
７
日
）

■
自
衛
官
候
補
生

男
子
（
通
年
）

女
子
（
８
月
１
日
〜
９
月
７
日
）

◎
問
合
わ
せ
先
／
自
衛
隊
宮
崎

地
方
協
力
本
部　

宮
崎
市
東
大

淀
２-

１-

39　

☎
53-

２
６
４
３

　

第
３
回 

宮
崎
県
市
町
村
対
抗

駅
伝
競
走
大
会
が
次
の
と
お
り

開
催
さ
れ
ま
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
出
場
者
を

募
集
し
ま
す
。
自
薦
他
薦
は
問

い
ま
せ
ん
。
脚
力
に
自
信
の
あ

る
人
は
教
育
委
員
会
ま
で
お
申

し
出
く
だ
さ
い
。

◎
と
き
／
平
成
25
年
１
月
14
日

（
月
・
祝
）
午
前
10
時
ス
タ
ー
ト

◎
申
込
み
／
綾
町
教
育
委
員
会

て
る
は
ド
ー
ム

☎
77-

１
１
１
５　
　
　
　
　
　

※

10
月
５
日
（
金
）
ま
で
に
お

申
し
出
く
だ
さ
い
。

相　

談

第3回宮崎県市町村対抗駅伝競走大会［区間距離］

区　間 区　分 距　離 中 継 所

第１区

第２区

第３区

第４区

第５区

第６区

第７区

第８区

第９区

第10区

第11区

第12区

小学生男子

50歳以上

高校生

40歳～ 49歳以下

中学生

一般

中学生

小学生女子

小学生男子

一般

小学生女子

高校生

1.8㎞

2.2㎞

5.0㎞

2.6㎞

2.7㎞

4.8㎞

3.4㎞

1.1㎞

1.5㎞

7.4㎞

1.0㎞

5.7㎞

県庁前～中村東・西村楽器店前

中村東・西村楽器店前～本郷北方・宮崎日建学院前

本郷北方・宮崎日建学院前～江佐原・マスミヤストア

江佐原・マスミヤストア～うめこうじまなび野店

うめこうじまなび野店～赤江中学校

赤江中学校～見聞読タナカ吉村店

見聞読タナカ吉村店～ショッピングのだ本店阿波岐原店

ショッピングのだ本店阿波岐原店～ガーデン光房一ッ葉店

ガーデン光房一ッ葉店～市民の森バス停

市民の森バス停～野崎東病院

野崎東病院～東大宮中学校

東大宮中学校～宮崎県庁

第
３
回
宮
崎
県
市
町
村

対
抗
駅
伝
競
走
大
会
の

出
場
者
募
集
に
つ
い
て

自
衛
官
募
集
に
つ
い
て

考
え
よ
う
！
あ
な
た
の

人
権
・
私
の
人
権

募　

集

19 aya style



『
私
の
大
好
き
な
綾
』
を
写
真
に

撮
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

風
景
、
人
、
生
き
物
な
ど
綾

に
関
す
る
写
真
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
に
つ
い
て
は
、「
綾
を
愛
す

る
人
な
ら
」
ど
な
た
で
も
応
募

で
き
ま
す
。（
プ
ロ
・
ア
マ
、
年

齢
制
限
な
し
）

　

応
募
さ
れ
た
写
真
は
綾
城
内

施
設
に
て
展
示
し
ま
す
。
各
賞

を
用
意
し
て
い
ま
す
の
で
奮
っ

て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

★
応
募
用
紙　

　

９
月
よ
り
、
役
場
、
観
光
案

内
所
、
綾
ふ
れ
あ
い
館
、
綾
城

で
配
布
し
ま
す

※

詳
細
は
応
募
用
紙
で
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

◎
募
集
期
間
／
９
月
20
日
（
木
）

〜
10
月
20
日
（
土
）

◎
主
催
／
綾
夢
楽
人
の
会

◎
問
い
合
わ
せ
先
／
社
会
教
育

課　

☎
77-

１
１
８
３

　

綾
ユ
ネ
ス
コ 

エ
コ
パ
ー
ク
登

録
を
記
念
し
て
記
念
式
典
を
開

催
し
ま
す
。

　

綾
ユ
ネ
ス
コ　

エ
コ
パ
ー
ク

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
知
る
こ

と
が
で
き
る
良
い
機
会
と
な
り

ま
す
の
で
、
ご
家
族
お
誘
い
合

わ
せ
の
う
え
、
ぜ
ひ
お
越
し
く

だ
さ
い
。
た
く
さ
ん
の
ご
参
加

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◎
と
き
／
９
月
１
日
（
土
）

午
後
１
時
30
分
〜
４
時
50
分
ま

で◎
と
こ
ろ
／
綾
町
公
民
館
文
化

ホ
ー
ル

◎
入
場
料
／
無
料

※

綾
町
民
は
申
し
込
み
不
要
で

す﹇
内
容
﹈

【
第
１
部
】
午
後
１
時
30
分
〜

○
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

「
森
の
朗
読
会
＆
笙
演
奏
会
」

【
第
２
部
】
午
後
２
時
30
分
〜

○
記
念
講
演
会

「
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
の
概
念

と
理
念
」　

講
師
：
松
田
裕
之

「
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
に
繋

が
っ
た
綾
町
の
取
組
と
未
来
」　

講
師
：
鬼
頭
秀
一

【
第
３
部
】
午
後
４
時
10
分
〜

○
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

「
綾
小
学
校
・
綾
中
学
校
・
宮
大

生
の
発
表
」

【
閉
会
】
午
後
４
時
50
分
（
予
定
）

◎
問
合
せ
先
／
企
画
財
政
課　

☎
77-

２
９
４
８
（
直
通
）

　

今
年
の
10
月
で
町
制
施
行
80

周
年
を
迎
え
ま
す
。
そ
れ
を
記

念
し
て
、
式
典
、
記
念
講
演
を

開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
来
場
く

だ
さ
い
。

◎
と
き
／
10
月
28
日
（
日
）

午
前
８
時
30
分
〜

◎
と
こ
ろ
／
綾
町
文
化
ホ
ー
ル

◎
入
場
料
／
無
料

※

申
し
込
み
不
要
で
す

﹇
内
容
﹈

【
第
１
部
】

町
制
施
行 

80
周
年
記
念
式
典

【
第
２
部
】

記
念
講
演　

「
図
書
館
を
拠
点
と
し
た
人
づ
く

り
、
ま
ち
づ
く
り
」

 

片
山
善
博
氏
（
元
総
務
大
臣
）

※

詳
細
は
10
月
号
広
報
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

　
　
（
総
務
税
政
課
）

※

内
容
は
一
部
変
更
に
な
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。　

﹇
展
示
会
﹈

女
性
下
着
展
示
販
売
会

◎
期
間
／
９
月
１
日
（
土
）
〜

10
日
（
月
）

﹇
内
容
﹈
女
性
用
下
着
の
展
示
会

を
開
催
し
ま
す
。

古
屋
の
歴
史
展

◎
期
間
／
９
月
11
日
（
火
）
〜

９
月
30
日
（
日
）

﹇
内
容
﹈
古
屋
地
区
の
ふ
れ
あ
い

調
査
を
も
と
に
紹
介
し
ま
す
。

マ
ン
ド
リ
ン
ジ
ョ
イ
ン
ト
コ
ン

サ
ー
ト

　

フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
マ
ン
ド
リ
ー

ノ
＆
山
口
県
立
大
学
マ
ン
ド
リ

ン
ク
ラ
ブ
に
よ
る
マ
ン
ド
リ
ン

ジ
ョ
イ
ン
ト
コ
ン
サ
ー
ト
が
開

催
さ
れ
ま
す
。

◎
と
き
／
９
月
16
日
（
日
）

◎
と
こ
ろ
／
２
階
会
議
室

◎
開
場
／
午
後
１
時
30
分

◎
開
演
／
午
後
２
時　

◎
入
場
料
／
無
料

◎
演
目
／
夢
で
会
い
ま
し
ょ
う
、

見
上
げ
て
ご
ら
ん
夜
の
星
を　

ほ
か

◎
問
合
せ
先
／
綾
町
商
工
会　

☎
30-

７
２
７
０

　

自
分
に
あ
っ
た
運
動
を
無
理

の
な
い
程
度
に
や
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
筋
力
の
低
下
を
防
ぎ
、

健
康
年
齢
を
引
き
上
げ
、
い
つ

ま
で
も
健
康
で
生
活
し
て
い
た

だ
け
る
手
助
け
を
行
う
高
年
者

健
康
講
座
を
次
の
と
お
り
開
講

し
て
い
ま
す
。
開
講
地
区
以
外

の
人
も
受
講
で
き
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。
受
講
料
は
無
料
で
す
。

立
町
公
民
館

講
師
：
山
本
和
代
先
生

◎
日
時
／
毎
週
金
曜
日

午
前
９
時
30
分
〜
11
時

西
中
坪
公
民
館

講
師
：
松
浦
孝
子
先
生

◎
日
時
／
毎
月
第
２
・
４
・
５

イ
ベ
ン
ト
案
内

講
座
・
教
室

綾
ふ
れ
あ
い
館
情
報

高
年
者
健
康
体
操
講
座

「
I 

L
O
V
E 

綾
」

写
真
展
作
品
募
集

綾 

ユ
ネ
ス
コ 

エ
コ
パ
ー
ク

登
録
記
念
式
典
の
ご
案
内

綾
町
町
制
施
行 

80
周
年

記
念
式
典
講
演
会
の
ご
案
内

20aya style
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水
曜
日

午
前
９
時
30
分
〜
11
時

◎
問
合
せ
先
／
社
会
教
育
課　

☎
77-
１
１
８
３

　

詳
細
は
直
接
施
設
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
募
集
人
数
】
２
人

【
待
遇
】
パ
ー
ト
又
は
正
職
員

【
条
件
】
夜
間
勤
務
の
で
き
る
人

（
年
齢
55
歳
ま
で
）

◎
問
合
せ
先
／
☎
30-

７
８
６
６

（
管
理
者
：
河
野
・
森
山
）

　　

役
場
窓
口
に
「
求
人
案
内
情

報
フ
ァ
イ
ル
」
が
設
置
し
て
あ

り
ま
す
。
定
期
的
に
職
業
安
定

所
な
ど
か
ら
の
情
報
を
フ
ァ
イ

ル
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
詳
し
い
情
報
な
ど
は

直
接
、
宮
崎
公
共
職
業
安
定
所

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◎
問
合
せ
先
／
宮
崎
公
共
職
業

安
定
所　

☎
23-

２
２
４
５

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
プ
ラ
ザ
宮
崎　

☎
62-

４
１
４
１

　

全
国
労
働
衛
生
週
間
を
「
心

と
か
ら
だ
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク　

み
ん
な
で
進
め
る
健
康
管
理
」

と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
実

施
し
ま
す
。
県
内
す
べ
て
の
事

業
場
に
お
い
て
、
労
働
衛
生
意

識
の
高
揚
を
図
る
と
と
も
に
、

自
主
的
な
労
働
衛
生
管
理
活
動

を
推
進
し
ま
し
ょ
う
。

期
間
／
10
月
１
日
（
月
）
〜
７

日
（
日
）

問
合
せ
先 

／
宮
崎
労
働
局

労
働
基
準
部　

健
康
安
全
課

☎
38-

８
８
３
５

労
働
委
員
会
が
職
場
の
ト
ラ
ブ

ル
解
決
の
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

　

労
働
委
員
会
で
は
労
働
者
と

使
用
者
と
の
職
場
で
の
ト
ラ
ブ

ル
相
談
を
無
料
で
実
施
し
て
い

ま
す
。
労
働
問
題
の
こ
と
な
ら

何
で
も
結
構
で
す
の
で
、
お
気

軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

期
間 

／
10
月
１
日
（
月
）
〜
８

日
（
月
）

平
日
／
午
前
８
時
30
分
〜
午
後

８
時　
　
　

土
日
／
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

対
象
者
／
県
内
事
業
所
に
勤
務

す
る
労
働
者
ま
た
は
使
用
者

相
談
方
法
／
面
談
、
電
話
、

メ
ー
ル

と
こ
ろ 

／
宮
崎
県
労
働
委
員
会

事
務
局

問
合
せ
先 

／
宮
崎
県
労
働
委
員

会
事
務
局　

☎
26-

７
２
６
２

　

献
血
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
町

民
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

◎
と
き
／
９
月
28
日
（
金
）　

午
前
９
時
30
分
〜
正
午
、

午
後
１
時
〜
４
時
30
分

◎
と
こ
ろ
／
手
づ
く
り
ほ
ん
も

の
セ
ン
タ
ー

（
福
祉
保
健
課
）

　

最
近
、
町
内
で
、
車
上
あ
ら

し
や
、
盗
難
が
発
生
し
、
増
加

傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に
次

の
こ
と
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

①
不
審
車
な
ど
を
見
た
ら
メ
モ

と
警
察
へ
の
通
報
を
！

②
自
宅
や
農
作
業
中
、
ま
た
短

時
間
の
駐
車
に
お
い
て
も
、
必

ず

を
か
け
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
！

★
み
ん
な
で
安
全
な
ま
ち
を
つ

く
り
ま
し
ょ
う
。（

町
民
生
活
課
）

　

自
賠
責
保
険
・
共
済
は
、
満

日
の
自
動
車
事
故
の
際
の
基
本

的
な
対
人
賠
償
を
目
的
と
し
て
、

原
動
機
付
き
自
転
車
を
含
む
全

て
の
自
動
車
に
加
入
が
義
務
づ

け
ら
れ
て
お
り
（
自
動
車
損
害

賠
償
法
）、
自
賠
責
保
険
・
共
済

な
し
で
の
運
行
は
法
令
違
反
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

四
輪
車
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、

特
に
、
車
検
制
度
の
な
い
２
５

０
c
c
以
下
の
バ
イ
ク(

原
動
機

付
自
転
車
・
軽
二
輪
自
動
車)

は
、

有
効
期
限
切
れ
、
か
け
忘
れ
に

ご
注
意
く
だ
さ
い
。
な
お
、
自

賠
責
制
度
の
詳
し
い
内
容
は
次

の
ア
ド
レ
ス
で
ご
覧
に
な
れ
ま

す
。

﹇
自
賠
責
制
度
﹈

http://w
w
w
.jibai.jp

◎
問
合
せ
先
／
国
土
交
通
省 

九

州
運
輸
局 

宮
崎
運
輸
支
局 

輸
送

部
門　

☎
51-

３
９
５
２

町
内
求
人
情
報

労
働
者
の
皆
さ
ん
へ

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
！

ご
注
意
く
だ
さ
い
！

そ
の
他
求
人
案
内

車
上
荒
ら
し
に

ご
注
意
く
だ
さ
い

第
63
回　

全
国
労
働
衛
生

週
間
の
実
施

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

「
コ
ス
モ
ス
苑
」
小
規
模

多
機
能
施
設
「
ア
ミ
ー
チ
ェ
」

切
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？

自
賠
責
の
有
効
期
限
！

自
賠
責
保
険
・
共
済
な
し
で
の

運
行
は
法
令
違
反
で
す
！

労
働
委
員
会
か
ら
の

お
知
ら
せ

21 aya style



22aya style

安
郡
の
特
産
品
と
い
え
ば

何
と
言
っ
て
も
朝
鮮
人
参

で
、
鎮
安
郡
の
朝
鮮
人
参
の
生
産

量
と
輸
出
量
は
韓
国
内
に
お
い
て

ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
で
す
。
鎮
安
郡
の

朝
鮮
人
参
は
高
級
度
も
高
く
、
健

康
食
品
と
し
て
加
工
さ
れ
た
り
、

染
色
に
も
利
用
さ
れ
ま
す
。
ま
た

朝
鮮
人
参
以
外
に
も
３
５
０
種
類

以
上
の
薬
草
が
あ
り
、
森
林
を
生

か
し
た
薬
草
栽
培
も
盛
ん
で
す
。

そ
の
ほ
か
、
キ
ム
チ
に
必
要
不
可

欠
な
唐
が
ら
し
や
シ
イ
タ
ケ
、
つ

る
に
ん
じ
ん
、
黒
豚
が
主
な
特
産

品
と
な
っ
て
い
ま
す
。
昨
年
綾
町

を
訪
れ
た
鎮
安
郡
の
黒
豚
の
生
産

者
が
『
綾
町
の
豚
よ
り
も
鎮
安
群

の
豚
が
も
っ
と
お
い
し
い
』
と
豪

語
し
て
い
た
だ
け
に
、
鎮
安
郡
の

黒
豚
を
ぜ
ひ
一
度
食
べ
て
み
た
い

も
の
で
す
ね
。
綾
町
民
に
と
っ
て

綾
町
の
食
材
が
最
高
な
よ
う
に
鎮

安
郡
の
人
に
と
っ
て
も
地
元
の
食

材
が
最
高
の
よ
う
で
、
鎮
安
郡
の

皆
さ
ん
の
郷
土
愛
の
深
さ
も
感
じ

ら
れ
ま
し
た
。

鎮

チン グン

高岩秀子さんより
木目込み人形の贈呈

皆様の善意に感謝申し上げます

　高岩秀子さん（神下）より子どもたち
のためにと児童館へ手づくりの十二支の
木目込み人形が贈られました。ありがと
うございました。

善
意
の
寄
付
・
寄
贈
﹇
敬
称
略
﹈

あ
た
た
か
い
お
気
持
ち
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

綾
町
社
会
福
祉
協
議
会

７
月
６
日
〜
８
月
７
日
受
付
分 

【
一
般
寄
付
】

地
区
名
／
寄
付
者
（
物
品
）

宮
原
／
吐
師
保
（
野
菜
）

立
町
／
外
山
国
夫
（
野
菜
）

宮
原
／
第
80
回 

宮
原
コ
ン
ペ

記
念
大
会 

会
長
児
玉
利
晴 

他

会
員
一
同
（
金
一
封
）

南
麓
／
ダ
ス
キ
ン
ヘ
ル
ス
レ
ン

ト
宮
崎
あ
や
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

（
金
一
封
）

上
畑
／
栄
福
満
男
（
野
菜
）

※

野
菜
な
ど
は
福
祉
施
設
な
ど
で

使
わ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。 

【
忌
明
寄
付
】

地
区
名
／
寄
付
者
（
物
故
者
）

宮
原
／
児
島
淑
幸
（
美
津
子
）

西
中
坪
／
青
木
一
志
（
テ
ル
）

尾
立
／
田
中
洋
章
（
ミ
ツ
ヱ
）

綾
町
育
英
会

７
月
６
日
〜
８
月
５
日
受
付
分

【
忌
明
寄
付
】

地
区
名
／
寄
付
者
（
物
故
者
）

田
野
町
／
福
田
和
年
（
正
年
）

尾
立
／
田
中
洋
章
（
ミ
ツ
ヱ
）

　
　
　
　

豊
か
な
自
然
の
恩
恵
を
受
け
た

鎮
安
郡
の
特
産
品



23 aya style

第
25
回
記
念

国
富
町
ふ
れ
あ
い
短
歌
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

７
月
22
日　

国
富
町
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

で
第
25
回
記
念 

国
富
町
ふ
れ
あ
い
短
歌
大
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
綾
町
か
ら
出
場
し
た
参
加
者
の

中
か
ら
下
記
の
皆
さ
ん
が
見
事
受
賞
し
ま
し
た
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

【
浜
田
康
敬
選
・
互
選
賞
】

薄
れ
ゆ
く
記
憶
の
中
に
一
つ
有
る
色
鮮
や
か
な
貴
方
と
の
恋

三
原　

優
子
さ
ん
（
立
町
地
区
）

ひ
と

あ

あ
な
た

あ
ざ

山
野
内　

和
代
さ
ん
（
麓
地
区
）

鬼
束　

芳
子
さ
ん
（
割
付
地
区
）

【
是
石
い
さ
子
選
】

母
親
を
見
舞
え
ば
今
日
も
眠
り
お
り
布
団
を
掛
け
て
そ
っ
と
部
屋
出
る

畠
中　

征
郎
さ
ん
（
古
屋
地
区
）

【
掘
家
博
子
選
・
互
選
賞
】

「
生
ま
れ
た
ぞ
ー
」
待
ち
し
我
が
家
の
鯉
の
ぼ
り
青
田
の
風
に
高
く
泳
げ
り

柿
内　

芳
子
さ
ん
（
麓
地
区
）

【
岩
井
謙
一
選
】

車
椅
子
に
花
火
見
て
い
る
わ
が
母
よ
持
ち
帰
り
た
い
と
子
ど
も
の
ご
と
し

瀬
野　

茂
子
さ
ん
（
東
中
坪
地
区
）

【
互
選
賞
】

手
を
ひ
か
れ
野
道
歩
い
た
遠
い
日
を
祖
母
の
手
を
ひ
き
思
う
夕
ぐ
れ

森
山　

絢
子
さ
ん
（
神
下
地
区
）

◎このコーナーでは生涯学習教室、各講座を受講している皆さんがつくった作品などを紹介しています。
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８
月
８
日
、
宮
崎
市
の
メ
デ
ィ

キ
ッ
ト
県
民
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開

催
さ
れ
た
N
H
K
全
国
合
唱
コ
ン

ク
ー
ル
で
、
綾
小
学
校
合
唱
部
が

学
校
創
立
以
来
初
の
金
賞
を
受
賞

し
九
州
大
会
へ
の
切
符
を
つ
か
ん

だ
。

　

大
会
終
了
後
、
練
習
を
す
る
子

ど
も
た
ち
の
取
材
に
行
く
と
、
暑

い
中
子
ど
も
た
ち
は
、
精
一
杯
に

磨
き
上
げ
た
声
を
音
楽
室
に
響
か

せ
て
い
た
。
指
導
者
で
あ
る
甲
斐

美
貴
先
生
の
熱
い
指
導
と
子
ど
も

た
ち
の
真

な
心
が
ひ
と
つ
に
な

り
、
今
回
の
受
賞
に
つ
な
が
っ
た

の
だ
ろ
う
。
子
ど
も
た
ち
が
九
州

大
会
で
も
全
力
を
出
し
切
り
、
輝

く
笑
顔
を
見
せ
て
く
れ
る
こ
と
を

願
う
。

小
学
校
創
立
以
来
初
の
快
挙

心
を
ひ
と
つ
に
つ
か
ん
だ

九
州
大
会
の
切
符

回
の
金
賞
は
思
っ
て
も

み
な
い
こ
と
で
、
誰
よ

り
も
私
自
身
が
び
っ
く
り
し
、

本
当
に
戸
惑
い
ま
し
た
が
、

次
々
と
寄
せ
ら
れ
る
お
祝
い
の

言
葉
と
反
響
の
多
さ
に
受
賞
の

喜
び
を
実
感
し
、
応
援
い
た
だ

い
た
関
係
者
や
地
域
の
皆
さ
ん

に
心
か
ら
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

技
術
面
で
は
ま
だ
ま
だ
で
す

が
、
こ
の
よ
う
に
た
く
さ
ん
の

人
た
ち
に
感
動
を
与
え
た
子
ど

も
た
ち
を
心
か
ら
褒
め
て
あ
げ

た
い
で
す
。
歌
の
真
の
価
値
は

『
表
現
し
よ
う
と
し
た
こ
と
が

多
く
の
人
に
伝
わ
り
、
感
動
を

与
え
る
』
と
い
う
こ
と
だ
と
思

い
ま
す
。

　

九
州
大
会
で
は
、
輝
く
笑
顔

で
心
と
言
葉
を
大
切
に
歌
っ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

甲
斐 

美
貴 

先
生

Interview
今

上／心を込めて歌う子
ども達の様子　
左／伴奏する武田基子
先生

合唱部全員での記念写真
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南麓地区よいまか
　

７
月
22
日
、「
綾
ふ
る
さ
と
夏

ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
た
。

民
主
11
団
体
を
中
心
と
し
て
各
地

区
の
町
民
た
ち
が
こ
の
日
の
た
め

に
準
備
を
進
め
て
き
た
。
当
日
は

30
度
と
い
う
非
常
に
暑
い
日
で

あ
っ
た
が
、
毎
年
恒
例
の
綾
神
社

神
輿
渡
に
は
多
く
の
町
民
が
参

加
。
各
地
区
の
公
民
館
で
歓
迎
を

受
け
た
。
夕
方
に
予
定
さ
れ
て
い

た
イ
ベ
ン
ト
は
強
雨
の
た
め
中
止

と
な
っ
た
が
、
ま
ち
が
こ
の
夏
一

番
に
盛
り
上
が
っ
た
日
で
あ
っ

た
。

綾
ふ
る
さ
と
夏
ま
つ
り
開
催

先
人
た
ち
か
ら
の
思
い
を
担
ぐ

年
は
雨
で
パ
レ
ー
ド
が

中
止
に
な
り
ま
し
た
が

『
よ
い
ま
か
』
に
子
ど
も
た
ち

は
楽
し
く
参
加
で
き
ま
し
た
。

祭
り
の
歴
史
の
中
で
一
度
は
無

く
な
っ
た
『
よ
い
ま
か
』
も
20

年
程
前
に
西
中
坪
で
復
活
し
、

現
在
に
至
り
ま
す
。
み
ん
な
太

鼓
を
た
た
く
の
を
楽
し
み
に
し

て
い
た
の
で
今
年
も
参
加
で
き

て
、
本
当
に
良
か
っ
た
で
す
。

Interview
今

［まちの話題］Aya Town News

西中坪地区よいまか

五穀豊穣を願い神輿が水田へ入る場面も（許可を得ています）

上／古くから伝わ
る御神輿（綾神社神
輿）渡　
左／霧島堂（昭和地
区）で披露された神
楽

西
村
浩
二
さ
ん
（
南
麓
地
区
）
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　国際ワークキャンプ綾（代表 

前田清寿さん）では、7月20日か

ら30日の11日間にわたり、来町

した外国人5人（スペイン2人、フ

ランス1人、台湾2人）と通訳１人

の計６人を受け入れました。

　滞在期間中は、交通安全の立て

札看板の製作や夏まつりへの参

加、農作業体験、ショートステイ

などいろいろな体験をし、29日

の登館日には製作した交通安全の

看板の配布・設置を行い、子ども

たちともふれ合うことができまし

た。綾町でたくさんの思い出をつ

くり帰国されました。

「国際ワークキャンプ綾」 国際交流ボランティア活動

　7月15日 か ら17日 に か け て

ニュージーランド柔道チーム（生

徒6人、通訳1人）が来町し、柔道

を通した国際交流が行われまし

た。綾中学校では、同体育館で交

流会が行われ、その後給食を共に

し、国際交流を深めました。ま

た、ニュージーランドの伝統の踊

りも披露されました。

ニュージーランド
柔道チーム来町

古屋地区を訪問した
ワークキャンプ綾のメンバー

東中坪公民館前にて

　7月21日に都城早水総合体育館

で大会が開催され、綾バドミント

ンスポーツ少年団がすばらしい成

績を収めました。

【小学生の部】

ダブルス（5・6年の部）

優勝　海江田茉琴（神下）

　　　山口寿菜（麓）ペア

ダブルス（３・４年の部）

３位　山口勘護（麓）

　　　西田（町外）ペア

シングルス（５・６年の部）

準優勝　山口寿菜（麓）

シングルス（３・４年の部）

３位　山口勘護（麓）

【中学生の部】

ダブルス（Ａ・Ｂ級）

準優勝　森園義行（神下）

　　　　木下皓太（神下）ペア

ダブルス（Ｃ級）

優勝　日高裕大（南麓）

　　　西（町外）ペア

シングルス

優勝　森園義行（神下）

おめでとうございます！今後の活

躍に期待がかかります。

都城地区バドミントンオープン大会

　7月22日から24日に開催され

ました「第63回宮崎県中学校総

合体育大会」で、綾中学校柔道部

が女子団体戦で準優勝という素晴

らしい結果を残しました。今後、

さらなる栄冠を勝ち取れるようご

声援をお願いします。

県大会成績

女子団体 ２位 九州大会出場

女子個人戦 優勝 児玉ひかる
九州大会・全国大会出場

綾中柔道部 九州大会
全国大会に出場
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［まちの話題］Aya Town News

　８月５日、てるはドームで第50

回 子ども球技大会が開催されま

した。小学生の部はドッジボー

ル、中学生の部はソフトバレー

ボールが行われました。参加人数

は小中合わせて約430人が参加

し、元気にプレーをし、年に一度

の球技大会を楽しみました。来年

も元気な姿で競技を見せてくださ

い。

第50回 子ども球技大会結果について

Aパート低学年の部優勝・揚町Ｂ Aパート優勝・麓Ｂ Bパート優勝・揚町

　7月13日、東諸建設業協会青年

部の皆さんが綾小学校の西門から

南校舎前までの道路の補修作業、

運動場西側にあるプール側溝の清

掃など、専門的な作業をしていた

だきました。蒸し暑い中、本当に

ありがとうございました。

※西門から車で校内に入られる場合
は、時速20㎞以下の徐行運転をお願
いします。

奉仕作業
ありがとうございました

　7月18日に開催された宮崎県市

町村教育委員会連合会総会で、元

綾町教育委員の今吉愛和さんが、

教育功労者表彰（教育委員8年以

上表彰）を受賞しました。今吉さ

んは、平成13年12月から9年9ヶ

月にわたり教育委員を勤められま

した。おめでとうございました。

教育功労者表彰受賞

　ソラシドエア（スカイネットア

ジア航空）が、8月1日で宮崎―東

京線就航以来10周年を迎え、同日

式典が開催されました。記念事業

の一環で、機体を使った自治体Ｐ

Ｒ事業の第1号として、綾町が選ば

れました。「綾ユネスコエコパー

ク」号として命名し、今後、機体

外部に同内容の表示や機内でも

リーフレットを設置し、全国に綾

町をアピールしていく予定です。

ソラシドエア機体で
綾町ＰＲ

Aパート（小学生）

優　勝

第2位

第3位

健闘賞

低学年パート 優勝

低学年パート 第2位

麓Ｂ

神下Ｂ

揚町Ａ

宮原Ａ

揚町Ｂ

西中坪Ｂ

揚町

宮原

昭和

古屋Ｂ

―

―

Bパート（中学生）

25 17参加チーム



A
ya Style

広
報
 あ
や

9
2012 N

o.126
TE
L.0
9
8
5
-7
7
-1
1
1
1（
直
通
7
7
-2
9
4
8
）F
A
X
.0
9
8
5
-7
7
-2
0
9
4

http://w
w

w
.tow

n.aya.m
iyazaki.jp/ayatow

n
E

-m
ail:ayatow

n@
tow

n.aya.m
iyazaki.jp

編
集
・
発
行
／
綾
町
役
場
 企
画
財
政
課

〒
8
8
0
-1
3
9
2
 綾
町
大
字
南
俣
5
1
5
番
地

今月の表紙

「結の心」

編集後記

総数：7,258人（－10）／世帯数：2,887戸（－8）
男：3,397人（－1）／女：3,861人（－9）
［転入17人、転出21人、出生3人、死亡9人］

綾町は日本で最も美しい村連合に
加盟しています。

※（　）は前月比、現住人口調査8月1日現在

　今月号より、これまでの広報あやをリニュールいたしました。ユネ
スコエコパーク登録にあたり、綾町が新たな第1歩を踏み出す記念と
して、また、これまで広報誌に対し寄せられていた多くの意見を参考
に、より町民に親しみやすく・読みやすい広報誌をつくるためです。名
前も、「Aya Style」綾方式と新たに変更しました。これまで以上により
よい広報誌づくりに努めたいと思いますので、取材の際にはみなさま
のご協力をお願いします。（広報担当：鶴田）

照葉樹林の苗を多くの人の
手で支えているこの写真は、
これからも先人たちから受
け継いだ照葉樹林を守り後
世に伝えていこうという思
いで撮影したものです。

Focus

綾町の
人口

新番組「綾・てるは放送室」がスタート！

綾エコパークオフィシャルソング

「Shining leaf story」

話題のひと・ものを紹介

◎その他の番組
MRT放送局「綾ラジオ畑」土曜日午前9時15分～
MRT宮崎放送「綾日和」土曜日午後3時～
綾サテライトスタジオから放送

◎問い合わせ／企画財政課　☎77-2948

曲名：「Shining leaf story」
作曲・編曲：日高慶典　作詞：川野武文
アーティスト：トキメーカーズfeat.MisaChi & 坂本梨.菜 ＆ 村上三絃道

綾の魅力を楽しく発信する「綾・てるは放送室」が8月5日か
らスタートしました。これから、様々な情報・話題をお届け
していきます。また綾町に関する情報や話題、番組への感
想、リクエストなど、綾・てるは放送局ブログの「リクエスト
フォーム」から番組宛にお送りください。

綾夢楽人の会が制作した曲「Shining leaf story」を正式に綾エコパー
クのオフィシャルソングとして認定しました。歌詞は綾町の魅力がた
くさん詰まった内容になっています。また、この曲は昭和地区出身の
日高慶典さんにより作曲され、日高さんは『かつて伐採されるはず
だった綾の森を、命をかけて守り抜いた人がいたこと、そしてその信
念が多くの人々に「勇気」「喜び」「夢」を与えてくれたこと、「この奇跡
の物語が、さらに素敵な方向へ繋がっていきますように…」と願いを
込めてつくりました』と曲に込めた思いを話してくれました。

番組ブログhttp://www.joyfm.co.jp/aya/
□放送日時／毎週日曜日9：00～9：25　FM宮崎83.2Mhzで放送

私たちが取材しま
す！

私たちが取材しま
す！

私たちが取材しま
す！

日高慶典さんMisaChiさん


